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＜連絡事項＞
・褥瘡予防対策管理委員会マニュアル差替えています。
・本日より2週間、千葉学園の実習が開始となっています。
　大久保 すい様と三浦 みよ子様です。
＜患者様連絡事項＞

・岡本　将孝様～ＭＭ後、船場Ｄｒにて腹部エコー検査実施。詳細は電カル参照。
・森田　清助様～15：00退院前訪問指導実施。ケアマネ・本人と相談し、5/28

（土）の退院を予定して進めていく事となる予定。
退院前訪問指導記録、SW記録参照。

・高橋　義明様～主治医より面談日程調整指示あり、兄様に架電。5/19（木）

15：00～ 主治医面談をする事で説明。了承されています。
姉様からも折り返しの架電あり、主治医面談について兄様に

伝えた事を報告。姉様より本日の本人の様子について
質問あり、姉様の言葉でやる気を取り戻し、本日は作業に
参加している事を説明。昨日、兄様と話し合われた様子で、
「兄は言葉が強くて…」と改めて謝罪を受けています。また、

兄様は昨日の対応についてよく分からなかった様子だったと

の事で、改めて本人は任意入院であり、スタッフに入院の

強制性はない事から、家族様の協力が得られなければ、

今後も治療の継続は困難な事をお伝えしています。姉様は

退院について不安がられていましたが、兄様が当院での治療

方針に不満があるならば、姉様に退院や転院についてお伝え

しただけであり心配なさらない様説明。それを聞いて安堵

された様子。主治医面談に参加出来るか分からないという事で

したが、日程についてはお知らせしています。
・田中　文男様～日中、布パン使用していますが便失禁あり、ショックを受け、
　　　　　　　　日中もリハビリパンツ使用することを説明し、了承しています。

・上村　みわ様～姪様来院され、お金と保険証お渡ししています。
＜要注目患者様＞

・岡本　将孝様～腹部エコー検査実施後、朝食摂取するもクリミールのみの摂取。
　　　　　　　　昼食提供後も手を付けないが、主治医の姿を確認すると自力で全量
摂取。服薬拒否なし。
・田中　文男様～各食2/3摂取。日中も便失禁見られショックを受けていることから
　　　　　　　　日中もリハビリパンツ使用する事を提案し了承。その後悲観的言動

　　　　　　　　ありません。

＜馬渡Dr診察＞
・泉山　紀子様～主治医より服薬自己管理許可となっています。保佐人への
　　　　　　　　架電回数頻回で担当より指導受けるも、改善見られない事を
　　　　　　　　報告。相手から掛かってきた場合は問題ないが、自身で架電する
　　　　　　　　のは相手の事を考えて月に1回など、制限する様説明を受け
　　　　　　　　了承しています。また、食事形態変更の希望あり、頻回に変更して
　　　　　　　　いる事から、まず担当と相談するよう説明受けています。
　　　　　　　　明らかなてんかん発作なく、血圧も様子をみるとの事。
　　　　　　　 オロパタジン点眼液0.1％ 2 瓶処方、臨時薬同内容で
　　　　　　　 7日分処方となっています。
・森　ひで様～ローテや学生が病棟にいる為、依然同様に思い付きでの要求が
　　　　　　　増えている事を情報提供。診療情報提供書作成した為、転院を
　　　　　　　進めるよう指示受けています。

＜田名部Dr処方＞
・吉田　守幸様～臨時薬同内容で7日分処方となっています。

・森田　清助様～臨時薬同内容で7日分処方となっています。

・三浦　みよ子様～臨時薬同内容で7日分処方となっています。

・久保　興介様～オランザピンOD錠(10)2T→(10) 1T、(5) 1Tに減薬となり
　　　　　　　 他同内容にて7日分処方となっています。
・岡本　将孝様～ヘモポリゾン軟膏7回分処方、ミルタザピン錠(15) 2T→3Tに
　　　　　　　 増薬。ラツーダ錠(20) 2T→1Tに減薬。エビリファイ錠(1)
              2T 1×朝夕食後追加。他同内容にて7日分処方となっています。

・高橋　義明様～レキサルティ錠(1) 1T 1×夕食後追加処方、他同内容にて
　　　　　　　 7日分処方となっています。
・小坂　君子様～レキサルティ錠(2)→(1) 1Tに減薬、リスパダールＯＤ錠
　　　　　　　 (2)中止、インヴェガ錠(3) 1T 1×夕追加、マイスリー錠(5)
              中止しブロチゾラムＯＤ錠(0.25) 1T、オランザピンOD錠
              (5) 1×vds追加処方となっています。
